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であり、指数の肩を yについて平方完成すると
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となり、結論を得る。

２。 i) Xを、ポアソン分布に従う確率変数とすると、
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よってVar [X] = E[X2]� E[X]2 = �。
ii) Xを、指数分布に従う確率変数とすると、
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よってVar [X] = E[X2]� E[X]2 = 1/�2。
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なお、２行目の最後の不等号で、x0e�x02が奇関数であることを用いた。

４。 （標本平均）= X̄10 = (29.0 + 27.4 + · · · + 28.3)/10 = 28.24。不偏分散の計算のた
め、Yi = Xi � 28とすると、
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５。（標本平均）= X̄10 = (60+64+ · · · +71)/10 = 64.3である。また、標準正規分布に従
う µについて、µ([�a, a]) = 0.95を満たす aは（正規分布表から）1.9600であり、v = 9
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である。


